
 

演題： パーキンソン病発症機構から学ぶ基礎生物学  
              ～ミトコンドリアに着目して～ 

講師： 松田 憲之 先生 
東京都医学総合研究所 プロジェクトリーダー 

日時： 平成 28 年 10 月 21 日（金）16:10～17:40 

場所： 長崎大学薬学部第二講義室（２階） 
 

第 16 回 細胞制御セミナー 

要旨：ミトコンドリアは細胞内のエネルギー合成の場として、生命維持に必須の役割を担ってい
る。一方で、パーキンソン病はドーパミン神経細胞が徐々に死滅していく神経変性疾患であるが、
その発症機構は完全に明らかにされている訳ではない。近年、家族性パーキンソン病の分子遺伝学
的な研究（パーキンソン病発症を抑える PINK1 や PARKIN 遺伝子の発見とその機能解析）から、
ミトコンドリアの品質管理とパーキンソン病の発症に密接な関係があることが解ってきている。 
 本セミナーではミトコンドリアがエネルギーを合成する仕組みや、ミトコンドリアに蛋白質が輸
送される仕組みを概説しつつ、「ミトコンドリアの品質管理の破綻がパーキンソン病を引き起こす」
という仮説に関して、分子メカニズムを含む最新のトピックスを紹介したい。また、正常なミトコ
ンドリアに移行するためのシグナルを有する PINK1が異常ミトコンドリアに特異的に局在化するた
めの驚くべき仕組みについても紹介したい。 
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